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県体育館　 基本設計説明書－概要版－ 011.設計コンセプト



県体育館　 基本設計説明書－概要版－ 022.計画概要



県体育館　 基本設計説明書－概要版－ 033.設計の考え方

3-1.配置計画

020057
多角形

020057
タイプライターテキスト
駐車場
現在の駐車容量
100～110台程度（大型バス6台を含む）



県体育館　 基本設計説明書－概要版－ 043.設計の考え方

3-2.平面計画



　 宮崎県(新)体育館　基本設計説明書ー概要版ー     ３.設計の考え方

  　 ■架構計画及び全体構
架構計画は、最大で約70mスパンとなるアリーナの屋根を木造+鉄骨造により計画します。木材は宮崎県
産スギを使⽤したトラス架構を計画します。屋根を⽀持する鉄骨造部分は、木造屋根からの応力を下部構
造へ伝達します。下部は鉄筋コンクリート造とし、架構形式は耐震壁付ラーメン架構とします。機能的に
壁が多いため、耐震壁を活⽤した強度型の架構として計画します。

  　 ■仮定荷重

  　 ■構造種別

固定荷重は、建築仕上げに合わせて適宜設定します。
積載荷重は、建築基準法施⾏令第８５条を参考とし、実状に合わせた荷重を設定します。

アリーナの屋根を木造+鉄骨造により計画します。基礎から2階床までを鉄筋コンクリート造とします。

建築設備

甲類
大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られていると共に、大き
な補修をすることなく、必要な設備機能を相当期間継続できる。

乙類 大地震動後の人命の安全確保及び二次災害の防止が図られている。

建築
非構造部材

A類
大地震動後、災害応急対策活動や被災者の受け⼊れの円滑な実施または危険物
の管理のうえで、⽀障となる建築非構造部材の損傷、移動等が発⽣しないこと
を目標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能確保が図られている。

B類
大地震動により建築非構造部材の損傷、移動等が発⽣する場合でも、人命の安
全確保と二次災害の防止が図られている。

耐震安全性の分類
部位 耐震安全性の分類 耐震安全性の目標

大地震動により構造体の部分的な損傷は⽣じるが、建築物
全体の耐力の低下は著しくないことを目標とし、人命の安
全確保が図られている。

1.00

  　 ■構造設計の基本⽅針
計画建物は、宮崎県で最大規模の体育施設となる、競技面67m×44mのメインアリーナと45m×34mのサブア
リーナ、二つの大空間を持つ建物です。各種大会やイベントでは不特定多数が利⽤し、また、震災や洪⽔といっ
た災害時には地域の防災拠点として機能することが求められます。そのため構造体は大地震時にも安全な、高い
耐震安全性を確保することを目標とします。
設計は耐震性、耐久性、経済性等のほか大空間ならではの仮設等施⼯性に配慮します。使⽤材料は県産材を積極
的に使⽤することを図り、材料の特性により適材適所に配置する計画とします。

  　 ■耐震性能目標

　     05　　　

重要度係数

構造体

Ⅰ類
大地震動後、構造体の補修をすることなく建築物を使⽤で
きることを目標とし、人命の安全確保に加えて十分な機能
確保が図られている。

1.50

Ⅱ類
大地震動後、構造体の大きな補修をすることなく建築物を
使⽤できることを目標とし、人命の安全確保に加えて機能
確保が図られている。

1.25

Ⅲ類

  3-3.構造計画

大地震後に構造体の大きな補修をすることなく建築物を使⽤できることを目標とします。そのため、耐震安全性
の分類は「官庁施設の総合耐震・津波計画基準」に基づき、「構造体：Ⅱ類（重要度係数 Ｉ ＝1.25）」、「非
構造部材：Ａ 類」、「建築設備：乙類」とします。

木造トラスを⽀持する鉄骨架構

下部構造：鉄筋コンクリート造

屋根の木造トラス

県体育館　基本設計説明書ー概要版ー



　県体育館　基本設計説明書－概要版－     ３.設計の考え方

 (ガス式チラー、ガス給湯器)
消火設備 ：放⽔型スプリンクラー設備(アリーナ・サブアリーナ)、屋内消火栓

 消火器(別途⼯事)

　防災⽤井⼾(災害時利⽤)
給湯設備 ：個別給湯⽅式(ガス湯沸かし器、電気温⽔器)

：建屋内汚⽔・雑排⽔合流、公共下⽔道、緊急汚⽔槽
都市ガス設備 ：敷地内地区ガバナ付近より低圧ガス供給
排⽔設備

給排⽔衛⽣設備

給⽔設備 ：上⽔・雑⽤⽔の2系統給⽔、受⽔槽+加圧給⽔ポンプ⽅式

：電話、構内LAN、公衆無線LAN、監視カメラ
 電波時計設備、拡声設備、テレビ共同受信設備
：⾃動火災報知設備、非常放送設備、誘導灯、非常⽤照明、避雷設備

受変電設備

中央監視・⾃動制御設備

：三相3線式6,600V  1回線受電
 屋外キュービクル式
：屋外キュービクル式ディーゼル発電機
 運転時間72時間以上
：直流電源装置

熱源設備

：該当なし
：空調・衛⽣・電気設備の監視制御
　設備機器監理・エネルギー管理BEMS

：ガス式チラー、電気式チラー(ガス8：電気 2)
　⼀部、空冷ヒートポンプビル⽤マルチエアコン
：空調機による単⼀ダクト⽅式(メインアリーナ・サブアリーナ)
　空冷ヒートポンプビル⽤マルチエアコン(多目的・会議室・事務室等)
：機械換気⽅式(室⽤途に合わせた換気⾵量を確保)

  3-4．設備計画

空調設備計画概要電気設備計画概要

(4) 環境性と経済性のバランスの取れた計画とします。

基本⽅針

(1)　不特定多数の利⽤に対して安全な設備計画とします。

(3)　施設利⽤者に対して快適な環境を提供できる計画とします。
(2) 体育館施設として、バックアップ機能を有する信頼性の高い機能的な設備計画とします。

　    06　　

非常⽤発電機設備

電力貯蔵設備
照明設備
構内情報通信設備

空調設備

防災設備

換気設備
排煙設備：LED照明



県体育館　 基本設計説明書－概要版－ 074.基本計画図

4-1.各階平面図
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2階平面図  S=1:1000
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4-2.断面図

⻑⼿⽅向断面図 S=1:600

サブアリーナ短⼿⽅向断面図 S=1:600メインアリーナ短⼿⽅向断面図 S=1:600



県体育館　 基本設計説明書－概要版－ 094.基本計画図

4-3.立面図

サブアリーナ東⽴面図 S=1:600メインアリーナ⻄⽴面図  S=1:600

北⽴面図　S=1:600

南⽴面図　S=1:600




